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議案番号 件　　　　　名 付託委員会 審議結果
第89号議案 平成２０年度長崎市一般会計補正予算（第２号） 所管の各常任委員会 原案可決
第90号議案 平成２０年度長崎市水道事業会計補正予算（第２号） 建設水道委員会 〃
議第７号議案 米印原子力協力協定に反対する決議について 委員会付託省略 可　　決
議第８号議案 長崎市議会会議規則の一部を改正する規則 〃 原案可決
議第９号議案 長崎市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃
議第10号議案 非常勤の職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 〃 〃
議第11号議案 長崎市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 〃 〃
議第12号議案 道路整備の安定的な財源確保を求める意見書について 〃 可　　決
議第13号議案 新たな過疎対策法の制定に関する意見書について 〃 〃
議第14号議案 郵政民営化法の見直し等を求める意見書について 〃 〃
請願第10号 郵政民営化法の見直しに関する請願について 総務委員会 採　　択

意
見
書
新たな過疎対策法の制定に関する意見書

道路整備の安定的な財源確保を求める意見書

郵政民営化法の見直し等を求める意見書

米印原子力協力協定に反対する決議
 
　原子力供給国グループ（ＮＳＧ）の総会においてインドへの輸出規制を例外的な取り扱いとするための協議が継
続して行われることになったとの報道に接した。
　本市議会は、昨年３月20日に、国に対し、これまでの核兵器廃絶への取り組みに矛盾することなく、インドに
対して、核不拡散条約（ＮＰＴ）加盟を粘り強く促し、包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）への加盟を求めるとともに、
国際原子力機関（ＩＡＥＡ）や原子力供給国グループ（ＮＳＧ）による承認に当たっては、被爆国として慎重な対応
を求めるため、「米国とインドの原子力推進政策に係る日本政府の慎重な対応を求める意見書」を可決した。
　しかるに、今回、インドに対する例外的な取り扱いが認められれば、インドは事実上の核保有国として認めら
れたにも等しく、ＮＰＴ体制の形骸化が危惧されるばかりか、核兵器廃絶の取り組みを進める上での大きな支障
となることが懸念され、被爆地長崎として容認できるものではない。
　よって、被爆地長崎の本市議会は、核兵器廃絶と平和な世界の実現を願う立場から、日本政府に対し、ＮＳＧ
総会においてインドを例外的な取り扱いとすることに反対するとともに、インドに対し、核不拡散条約（ＮＰＴ）
並びに包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）への加盟を働きかけ、国際社会における被爆国としての使命を自覚し、
主導的な役割を果たすことを強く要望する。
　以上、決議する。 平成20年９月１日　      

長　崎　市　議　会

議 員 提 出 議 案

　９月定例会において議員提出議案の
意見書３件、決議１件を可決し、意見
書及び決議については、関係行政庁及
び国会に提出しました。

（
個
人
質
問
）

市
民
ク
ラ
ブ

市
立
美
術
館
に
つ
い
て

問　
市
立
美
術
館
開
設
に
つ
い
て
は
関
係

団
体
か
ら
20
年
来
に
わ
た
る
要
望
が
あ
り
、

ま
た
、
前
市
長
か
ら
は
県
立
美
術
館
が
で
き

て
一
、二
年
経
過
後
に
不
足
部
分
を
み
な
が

ら
考
え
よ
う
と
の
見
解
も
あ
っ
た
。
現
在
の

検
討
状
況
と
実
現
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
将
来
の
人
材
育
成
や
美
術
活
動
の
環

境
整
備
を
考
え
る
上
で
は
、
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

市
の
空
き
施
設
や
洋
館
等
を
対
象
に
候
補
地

を
絞
り
込
ん
で
内
部
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
関
係
機
関
の
考
え
を
十
分
聞
き
な

が
ら
連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問
　９月定例会では、９月４日
から９月９日までの４日間に
わたって、個人質問（20人）
が行われ、当面する市政の重
要課題について活発な論議が
交わされました。今回の質問
では議員ごとに１項目ずつ計
20項目を掲載しています。
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
本
市
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
６
月
か
ら

開
始
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
生
活
し
て

い
る
人
が
、
ふ
る
さ
と
へ
寄
附
す
る
こ
と
で

貢
献
す
る
本
制
度
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
と
、
現
在
ま
で
に
寄

付
を
受
け
た
人
数
・
金
額
を
伺
い
た
い
。

答　
「
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄
附

金
」
と
い
う
名
称
で
５
月
末
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
各
地
で
開
催
さ
れ
る
県
人
会
や
大
学
、
高

校
の
同
窓
会
を
中
心
に
配
布
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
平
成
20
年
８
月
末
現
在
で
19
件
、

74
万
４
千
円

の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。

長
崎
・
西
彼
精
神
科
救
急
医
療
圏
に

お
け
る
精
神
科
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

問　
精
神
科
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

医
療
圏
ご
と
の
病
院
群
輪
番
制
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
日
曜
日
・
休
日
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
平
日
・
土
曜
日
の
夜
間
は
実
施

し
て
い
な
い
。
長
崎
医
療
圏
に
お
け
る
精
神

科
救
急
医
療
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
平
日
・
土
曜
日
の
夜
間
に
お
い
て
輪

番
制
を
組
め
な
い
か
、
複
数
の
精
神
科
病
院

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
当
番
体
制
を
構
築
で
き

な
い
か
、
あ
る
い
は
１
箇
所
の
精
神
病
院
を

救
急
セ
ン
タ
ー
化
す
る
方
法
が
と
れ
な
い
か

等
、
県
や
精
神
科
病
院
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

米
印
原
子
力
協
定
に
対
す
る
本
市

の
対
応
に
つ
い
て

問　
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
未
加
盟

の
イ
ン
ド
と
米
国
の
米
印
原
子
力
協
力
協
定

が
原
子
力
供
給
国
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
で

承
認
さ
れ
た
が
、
市
長
の
今
後
の
核
廃
絶
へ

の
取
り
組
み
へ
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

答　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
の
崩
壊
は
断
固
と
し
て

食
い
と
め
る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う

決
意
で
あ
る
。
今
後
、
日
本
政
府
に
今
回
の

承
認
の
経
緯
や
、
被
爆
国
と
し
て
の
矛
盾
の

説
明
を
求
め
る
要
請
も
含
め
、
広
島
市
と
連

携
し
被
爆
地
と
し
て
の
対
応
を
早
急
に
探
っ

て
い
き
た
い
。

西
浜
通
り
の
露
店
の
現
状
に
つ
い

て問　
今
年
２
月
に
市
と
警
察
が
露
店
を
一

斉
排
除
し
、
街
の
に
ぎ
わ
い
が
消
え
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
状
態
を
続
け
て
い
い
の
か
。
そ

の
後
ど
ん
な
動
き
が
あ
っ
て
い
る
の
か
現
況

を
伺
い
た
い
。

答　
排
除
さ
れ
た
露
天
商
が
地
元
商
店
街

の
空
き
店
舗
を
借
り
て
営
業
開
始
す
る
等
の

改
善
も
見
ら
れ
る
。
現
在
も
少
数
の
露
天
商

が
営
業
し
て
お
り
、撤
去
指
導
を
行
う
一
方
、

近
隣
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地
を
賃
貸
し
て

も
よ
い
と
の
申
し

出
も
あ
り
、現
在
、

露
天
商
と
の
間
で

協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。自

由
民
主
党

文
化
観
光
行
政
に
つ
い
て

問　
文
化
財
の
整
備
に
つ
い
て
、
整
備
方

針
と
そ
の
財
源
確
保
並
び
に
個
々
の
文
化
財

の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
基
本
計
画
を
策
定
し
、
年
次
計
画
で

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
財
源
は
既
存
の

観
光
施
設
整
備
基
金
等
の
活
用
を
含
め
検
討

し
た
い
。
鳴
滝
塾
復
元
は
、
家
屋
模
型
の
写

真
パ
ネ
ル
に
よ
る
紹
介
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
出
島
表
門
橋
架
橋
は
、
早
期
実
現
に
向

け
努
力
し
た
い
。
旧
唐
人
屋
敷
門
移
転
は
、

文
化
庁
等
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。
国
指
定
史
跡
魚
見
岳
台
場
跡
は
、
保
存

管
理
計
画
を
策
定
し
順
次
整
備
し
た
い
。

自
治
会
集
会
所
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

問　
三
和
地
区
旧
自
治
公
民
館
及
び
旧
総

合
地
域
施
設
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
は
市
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
地
元
負
担
と

し
た
場
合
、
自
治
会
運
営
上
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
市
内
の
他
の
自
治
会
集
会
所
と
同
様

に
地
元
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
施
設
の
規
模
が
大
き
く
そ
の
ま
ま

移
行
す
る
と
地
元
住
民
の
負
担
が
大
き
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

施
設
利
用
方
法
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
何
ら

か
の
負
担
軽
減
策
が
と

れ
な
い
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。自

民
明
政
ク
ラ
ブ

使
用
料
等
公
共
料
金
の
抑
制
に
つ

い
て

旧唐人屋敷門旧総合地域施設

露店撤去後の西浜通り

リーフレット
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問　
原
油
高
騰
、
穀
物
類
の
値
上
が
り
に

よ
り
生
活
必
需
品
が
値
上
り
す
る
中
、
学
校

給
食
費
や
合
併
町
に
お
け
る
上
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
、
抑
制
、
延
期
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
食
品
の
原
材
料
費
が
高
騰
し
、
栄
養

所
要
量
の
基
準
を
満
た
し
た
学
校
給
食
の
実

施
は
困
難
と
考
え
値
上
げ
を
実
施
し
た
。
上

下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
の
中

で
決
定
し
た
内
容
で
あ
り
、
見
直
し
は
困
難

で
あ
る
。
現
在
、料
金
体
系
の
検
討
の
た
め
、

今
後
の
財
政
収
支
計
画
の
見
直
し
作
業
や
他

都
市
調
査
を
進
め
て
い
る
。

地
場
企
業
振
興
と
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
い
て

問　
地
場
企
業
振
興
の
た
め
に
、
最
低
制

限
価
格
率
の
引
き
上
げ
や
建
設
業
界
の
資
金

繰
り
円
滑
化
の
た
め
の
中
間
前
金
払
制
度
の

創
設
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
地
域

経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
の
投
資
的
経
費
枠

の
増
大
に
つ
い
て
、市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て
は
国
の
算

定
方
式
の
見
直
し
を
受
け
、
今
後
、
新
方
式

の
運
用
を
検
討
し
た
い
。
中
間
前
金
払
制
度

に
つ
い
て
は
早
期
の
制
度
導
入
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て

は
基
金
の
活
用
も
図
り
な
が
ら
真
に
必
要
な

も
の
を
一
定
確
保
し
て
い
き
た
い
。

公

明

党

産
業
と
の
連
携
に
よ
る
活
性
化
に

つ
い
て

問　
本
市
の
産
業
を
活
用
し
て
長
崎
ら
し

い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
意
味
で

商
工
業
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
魚
な
ど
を

買
っ
た
り
、
食
べ
た
り
で
き
る
朝
市
な
ど
の

開
設
等
は
考
え
て
い
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

答　
朝
市
に
よ
る
賑
わ
い
の
場
の
創
出

は
、
本
市
の
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地

場
産
業
の
活
性
化
に
有
効
な
方
策
と
思
わ
れ

る
の
で
、
今
後
と
も
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
や
漁
協
等
の
関
係
機
関
と
十
分
に
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
館
内
地
区
に
お

け
る
延
伸
に
つ
い
て

問　
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
な

い
バ
ス
空
白
地
域
が
あ
る
館
内
地
区
に
つ
い

て
、
北
大
浦
地
区
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
館
内

地
区
へ
延
伸
す
る
要
望
が
地
域
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
館
内
地
区
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、

北
大
浦
地
区
の
運
行
ル
ー
ト
を
延
長
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に

利
用
者
へ
の
十
分
な
説
明
や
運
行
事
業
者
と

の
調
整
を
行
い
、
自
治
会
や
商
店
街
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

廃
食
用
油
燃
料
化
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問　
19
年
度
と
20
年
度
に
学
校
給
食
か
ら

出
さ
れ
た
廃
食
用
油
を
精
製
し
、
市
の
ご
み

収
集
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
試
行
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
全
市
的
な
廃
食
用
油

の
回
収
、
精
製
、
燃
料
化
事
業
を
本
格
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
廃
食
用
油
を
使
用
で
き
る
の
が
古
い

型
式
の
ご
み
収
集
車
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
や

新
た
な
廃
食
用
油
の
保
管
施
設
の
整
備
、
収

集
体
制
の
確
保
等
の
課
題
を
ど
う
解
決
で
き

る
か
を
含
め
、
本
格
実
施
に
つ
い
て
は
、
十

分
精
査
し
た
上
で
方
針
を
決
定
し
た
い
。

日
本
共
産
党

原
油
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問　
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
市
民
生
活
に

大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。市
民
の
生
活
・

営
業
を
守
る
た
め
に
政
府
の
対
策
を
活
用
す

る
と
と
も
に
市
独
自
の
施
策
を
求
め
た
い
が

市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
小
規
模
企
業
者
対
象
の
融
資
制
度
と

し
て
、
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
認

定
を
受
け
た
場
合
、
市
独
自
支
援
策
と
し
て

保
証
料
を
全
額
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
農

業
者
の
支
援
対
策
と
し
て
、
市
単
独
の
燃
油

高
騰
対
策
省
エ
ネ
促
進
事
業
を
創
設
し
、国
・

県
と
同
程
度
の
補
助
を
実
施
で
き
る
よ
う
今

議
会
に
補
正
予
算
案
を
提
出
し
て
い
る
。

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
用
水
供
給

事
業
に
つ
い
て

問　
給
水
計
画
で
予
測
し
て
い
る
平
成
27

年
度
に
お
け
る
不
足
水
量
の
１
日
７
千
５
百

㎥
に
つ
い
て
は
、
市
の
人
口
推
移
予
測
か
ら

疑
問
が
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
尋
ね
た
い
。

答　
昨
年
度
国
か
ら
得
た
長
崎
市
水
道
事

業
の
変
更
認
可
は
、将
来
人
口
だ
け
で
な
く
、

給
水
人
口
、
１
日
最
大
給
水
量
及
び
目
標
年

北大浦地区の
乗合タクシー

廃食用油
燃料使用車
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次
等
を
種
々
国
と
協
議
の
上
決
定
し
た
も
の

で
、
水
需
給
計
画
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

被
爆
者
健
康
管
理
手
当
支
給
方
法

の
改
善
に
つ
い
て

問　
伊
王
島
町
と
高
島
町
は
、
合
併
前
は

被
爆
者
健
康
管
理
手
当
の
受
け
取
り
が
郵
便

局
で
も
で
き
た
が
、
現
在
は
銀
行
で
し
か
受

け
取
れ
な
い
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
同
手
当

の
受
け
取
り
が
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
ほ
し

い
。答　

郵
便
局
が
全
国
銀
行
デ
ー
タ
通
信
シ

ス
テ
ム
に
接
続
し
て
な
い
た
め
、
手
数
料
等

の
面
か
ら
郵
便
局
を
除
く
各
種
金
融
機
関
へ

の
振
り
込
み
と
し
て
い
る
が
、
銀
行
が
廃
止

さ
れ
Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
と
な
る
高
島
町
に
つ
い
て

は
郵
便
局
振
り
込
み
も
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
る
。
銀
行
の
あ
る
伊
王
島
町
は
従
来
ど
お

り
と
し
て
い
る
。

国
民
新
青
天
の
会

平
和
公
園
の
動
く
歩
道
の
設
置
に
つ

い
て

問　
観
光
客
や
お
年
寄
り
等
の
た
め
に
、

平
和
公
園
の
祈
念
像
地
区
へ
上
る
階
段
の
両

側
か
中
央
緑
地
帯
に
動
く
歩
道
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
策
が
早
急
に
必
要
だ
と
思
う
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
多
額
の
建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
在
の
本
市
の
財
政
状
況

か
ら
は
早
急
な
対
応
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

し
て
い
る
の
で
、
高
齢
化
す
る
利
用
者
等
の

傾
向
も
勘
案
し
、
今
後
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

自
民
長
崎
人
の
会

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

問　
国
の
打
ち
出
し
た
地
域
密
着
型
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
、

現
状
の
設
置
基
準
で
は
設
置
希
望
事
業
者
が

少
な
く
、
介
護
療
養
病
床
全
廃
の
受
け
皿
に

は
な
り
得
な
い
と
考
え
る
た
め
、
そ
の
あ
り

方
の
見
直
し
を
強
く
求
め
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

答　
現
在
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
整
備
状
況
は
、計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

第
３
期
計
画
期
間
中
の
要
介
護
認
定
状
況
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
ニ
ー
ズ
分
析
等
を
行
う
と
と
も
に
、
長

崎
市
社
会
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
適
正
な
計
画
を
定
め
た
い
。

気

走

会

出
島
の
早
期
完
全
復
元
に
つ
い
て

問　
出
島
の
完
全
復
元
は
相
当
の
観
光
客

増
に
寄
与
す
る
と
期
待
す
る
が
、
最
終
的
な

出
島
復
元
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
今
後
ど
れ
く
ら
い
の
事
業
費
を
必
要
と

し
、い
つ
ご
ろ
完
成
予
定
と
考
え
て
い
る
か
。

答　
最
終
的
に
は
四
方
を
水
面
で
囲
む
こ

と
に
よ
り
、
鎖
国
時
代
の
出
島
の
イ
メ
ー
ジ

を
よ
り
鮮
明
に
再
現
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
市
街
地
の
大
規
模
な
都
市
改

造
が
必
要
と
な

る
た
め
、
現
時

点
で
の
完
成
時

期
や
そ
の
費
用

に
つ
い
て
特
定

す
る
の
は
困
難

で
あ
る
。草

の
根
ク
ラ
ブ

県
庁
舎
移
転
問
題
に
つ
い
て

問　
県
庁
舎
移
転
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な

か
再
生
計
画
と
の
整
合
性
、
市
民
合
意
の
必

要
性
、
最
近
の
県
央
誘
致
の
動
き
等
を
見
据

え
、
本
市
の
主
導
的
政
策
判
断
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。市
長
の
基
本
的
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　
過
去
の
経
緯
か
ら
移
転
場
所
は
長
崎

魚
市
跡
地
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
核

市
で
あ
る
本
市
に
は
企
業
や
商
業
施
設
が
集

積
し
都
市
基
盤
も
充
実
し
て
お
り
、
今
後
も

県
都
と
し
て
県
の
発
展
の
た
め
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
。
県
庁
舎
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
当
然
本
市
に
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

市

民

の

会

「
軍
艦
島
」
上
陸
観
光
の
費
用
対
効

果
に
つ
い
て

問　
軍
艦
島
上
陸
観
光
へ
の
整
備
に
巨
額

の
投
資
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
費
用
対
効

果
、
上
陸
者
の
安
全
性
な
ど
の
理
由
で
こ
の

計
画
に
反
対
し
て
き
た
。
上
陸
観
光
に
よ
る

波
及
効
果
の
見
込
み
と
全
体
と
し
て
の
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
初
期
投
資
１
億
５
百
万
円
、
維
持
管

理
費
お
お
む
ね
４
百
万
円
程
度
を
見
込
ん
で

お
り
、
年
間
１
万
人
は
新
た
に
集
客
が
見
込

め
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
経
済
波
及
効
果
と

し
て
は
約
２
億
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
市
南
部
地
域
は
も
と
よ
り
全
市
的
な
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

出島和蘭商館跡




